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研究要旨： 

法的脳死判定マニュアルを改訂し、法的脳死判定マニュアル 2024 を発刊した。今

後、法的脳死判定マニュアル 2024 に寄せられた各種質問に答えるために、質疑応答集

（Q and A ）を公開し、さらに生理学的知見等を最新のものに反映する省令改正を要

望し、省令改正を踏まえたマニュアルを再度発行する予定である。 

患者管理については、臓器提供を見据えた患者管理マニュアルを改訂し、不可逆的全

脳機能不全患者の集中治療マニュアル 2025 改訂案を作成した。本マニュアルは今後さ

らなる知見を蓄積し，必要に応じ遅滞なくアップデートされるべきものである。 

医療者教育については、学生、研修医、看護師、内科医、外科医、医師生涯教育におけ

る臓器提供教育のコンテンツ作成を開始した。 
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Ａ．研究目的 

我が国の脳死下臓器提供者数は令和５年度

に累積1000例を超えた。しかし救急治療を

施すも脳死状態となった患者に対しての臓

器提供の過程において医療従事者の経験は

十分ではなく、厚生科学審議会疾病対策部

会臓器移植委員会の「臓器移植医療対策の

あり方に関する提言」においても、医療従

事者に対する臓器提供・移植の教育が重要

であるとされている。 

現在教育や臨床現場等で使用されている

「法的脳死判定マニュアル」や「臓器提供

を見据えた患者管理マニュアル」は、策定

から年月が経過しており「臓器の移植に関

する法律施行規則」等の改正内容および最

新の医療技術や科学的エビデンスが反映さ

れていない。本研究班では、臓器提供・移

植に関連するマニュアル・教育資材等の改

訂・開発（①「法的脳死判定マニュアル」

の改訂、②「不可逆的全脳機能不全患者の

集中治療マニュアル」の改訂）を行い、患

者・家族の臓器提供の意思に寄り添った公

正適切な移植につなげることを目的とす

る。また、これまでの医療者教育における

課題を抽出し、最新の知見に基づいた医療

者教育の方法を検討すること（③臓器提

供・移植に関する教育プログラム・コンテ

ンツ作成）も目的とする。 

 

「法的脳死判定マニュアル」においては令

和 5年の省令・指針の改正内容反映に加え、

最新の科学データをもとに「脳死とされう

る状態」の判断および法的脳死判定を円滑

に遂行できることを目標に改定する。「不可

逆的全脳機能不全患者の集中治療マニュア

ル」においては、脳死下臓器提供を希望する

患者の権利を守るべく、診療チームが適切

な患者管理を行うことができるようにする

ことを目標に改定する。 

 医療者に対する臓器提供教育については

コンテンツが医学教育モデル・コア・カリ

キュラム、医師臨床研修指導ガイドライ

ン、各科専門医プログラムおよびカリキュ

ラム、看護学教育モデル・コア・カリキュ

ラム、などの教育カリキュラムに含まれ、

実践されることを目的にする。 

 

Ｂ．研究方法 

① 「法的脳死判定マニュアル2024」の改

訂 

臓器提供に関わる関連学会（日本集中治療

医学会、日本脳神経外科学会、日本臨床放

射線学会、日本神経学会、日本臨床神経生

理学会、日本救急医学会、日本脳死・脳蘇

生学会、日本麻酔科学会、日本小児科学

会、など）から推薦されたメンバーで合同

会議を作る。合同会議において法的脳死判

定に関する省令改正の根拠を整理し、2025

年秋までに省令改正要望を提出する。 

 

② 「臓器提供を見据えた患者管理マニュ

アル」の改訂 

研究班に感染症のエキスパートを加え、不

可逆的全脳機能不全患者の集中治療マニュ

アル2025案を作成する。その後、日本集中

治療医学会、日本救急医学会、日本麻酔科

学会においてパブブリックコメントを求め

る。2025年６月頃に雑誌に投稿する。 

③ 臓器提供・移植に関する教育プログラ

ム・コンテンツ作成。 

医学生および初期臨床研修医に対しては臓

器提供教育プログラムを開発し、プログラ
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ム実施前後の知識・態度・行動意図の変化

を比較した上で全国の医学教育機関で活用

可能な教育モデルの提案を行う。これらは

専門医教育にも発展的に使用する。看護教

育では卒前教育、卒後教育に分けて、調査

票作成、実態調査、教育ツール作成などを

行う。内科医、外科医および医療者の生涯

教育では日本移植学会が作成した教育資材

を活用する。 

（倫理面への配慮） 

 該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

法的脳死判定マニュアルを改訂し、法的

脳死判定マニュアル2024を発刊した。 

不可逆的全脳機能不全患者の集中治療マ

ニュアルの2025改訂案を作成中である。

2025年４−５月に日本集中治療医学会、日

本救急医学会、日本麻酔科学会などにおい

てパブリックコメントを実施する予定であ

る。 

学生、研修医、看護師、内科医、外科医、

医師生涯教育における臓器提供教育のコ

ンテンツ作成を開始した。 

 

Ｄ．考察 

法的脳死判定マニュアル 2024は今後さら

なる知見を蓄積し、遅滞なくアップデート

する必要がある。法的脳死判定マニュアル

2024 に関する質問に関しては回答集を作

成する予定である 

不可逆的全脳機能不全患者の集中治療マニ

ュアル 2025は今後さらなる知見を蓄積

し，必要に応じ遅滞なくアップデートされ

るべきものである。 

学生、研修医、看護師、内科医、外科医、

医師生涯教育における臓器提供教育のコン

テンツは医学教育モデル・コア・カリキュラ

ム、医師臨床研修指導ガイドライン、各科専

門医プログラムおよびカリキュラム、看護

学教育モデル・コア・カリキュラム、などの

教育カリキュラムに含まれるように作成す

る。 

 

Ｅ．結論 

 法的脳死判定マニュアルを改訂し、法的

脳死判定マニュアル2024を発刊した。 

臓器提供を見据えた患者管理マニュアル

を改訂し、不可逆的全脳機能不全患者の集

中治療マニュアル2025としてパブリックコ

メントを募集する予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 黒田泰弘、河北賢哉、他 法的脳死判定

マニュアル2024. 日本集中治療医学会雑誌 

2025;32:S1 

 

 2.  学会発表 

座長 黒田泰弘 シンポジウム 地域ドナ

ーコーディネーターチームを作ろう！ 第

52回日本集中治療医学会学術集会 2025年

3月14日 福岡 

発表 黒田泰弘 法的脳死判定マニュアル

改訂版公開セッション 法的脳死判定マニ

ュアル改訂：その背景とプロセス 第52回

日本集中治療医学会学術集会 2025年3月

16日 福岡 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし 

 
                                           
 
 

  


